
第１学年 道徳学習指導案 

指導者 千葉市立さつきが丘中学校  榎本 小有希 

１．主題名  人とのつながり 

  資料名 「私の体験した東日本大震災 ～３．１１あの瞬間（とき）を忘れない～」DVD資料 

                                 （内容項目 ２－（６）感謝） 

 

２．主題設定の理由 

（１）主題について 

   本主題は、内容項目２－（６）「多くの人々の善意や支えにより、日々の生活や現在の自分がある 

ことに感謝し、それにこたえる」ことがねらいである。 

   昨年、３月１１日に起きた東日本大震災では、数万人の死者を出し、現在も行方不明者がいる。 

千葉県でも、甚大な被害を受け、生徒たちも実際に地震の大きな揺れを体験している。しかし、被 

害がどれほどのものだったか、被災地がどのような状況になっているか、避難生活がどのようなも 

のなのか、といったことは、テレビ等の映像で見るだけで、大変なことになっていることはわかる 

が、実際には他人事と捉えているところが大きいように感じられる。また、現在もなお復興に向け 

被災地では、多くの人がお互い協力し、励ましあいながら生活をしているが、ニュースで取り上げ 

られる機会も減り、生徒たちの中では過去の出来事となりつつある。 

   この時期の生徒たちは、中学校生活に慣れ、部活動や生徒会活動では３年生が引退し、１年生も 

様々な場面で活躍するようになる。また、思春期、反抗期に入り、家族との関係がぎくしゃくした 

り、友達との関係にも小学生の時とは、違った面が見え始める。自分をうまく表現できず、気持ち 

を素直に伝えられなかったり、逆に言いたいことをズバズバ言い過ぎたりして、友達付き合いに悩 

む生徒も出てくる。 

東日本大震災を扱うにあたり、当初、多くの犠牲者を出し、史上最悪の災害であるので内容項目 

を３－（１）「生命の尊重」で扱うことを考えた。しかし、この震災をきっかけに、日本全国で「絆」

という言葉が叫ばれるようになったことや、「絆」以外にも「和」や「ボランティア」等、人と人と

のつながりを意識させる言葉が連日メディアで取り上げられ、現在もその傾向が続いているのに、

生徒たちに「絆」とはどういう意味なのか質問すると、正確に答えられる生徒はほとんどなく、本

来の意味もわからず言葉が独り歩きしているように感じる。そこで、今回、内容項目を２－（６）

に設定し、震災直後の被災地の様子、人々の状況を知り、なぜ「絆」や「和」「ボランティア」等の

言葉が叫ばれるようになったか、これから成長し、大人になっていく過程で自分の心の中にある感

謝の気持ちを素直に表現し、それが相手の心に届くことによってよりよい人間関係が築かれること

に気づいてほしく本主題を設定した。 

 

（２）生徒の実態 

   本学級は、とても明るく元気な生徒が多く、行事にも積極的に参加している。「団結しよう」「協

力しよう」という意識はあるものの、なかなかうまくいかないこともある。だが、人に対して優

しい部分もあり、「ありがとう」という言葉もよく耳にする。 

 

 

 



以下は、１０月に行われた「合唱祭」後にとったアンケートの結果である。 

 

１．中学生になってから、一番感謝したことは、なんですか。 

       ・自分ができなかったことを、丁寧に教えてくれたこと。（７人） 

       ・困っていたら、助けてくれたこと。（６人） 

       ・自分のために何かしてくれたこと。（２人） 

       ・いけないことをしていたときに、それを止めてくれたこと。（２人） 

       ・合唱祭で伴奏者賞がとれたこと。 

・みんなのために声をかけたり、協力してくれたこと。 

       ・友達ができなかったとき、声をかけてくれたこと。（２人） 

       ・友達がいじめられているときに、慰めてくれたこと。 

       ・本気で怒ってくれたこと。 

      ２．中学生になってから、一番感謝されてことは、なんですか。 

       ・勉強を教えてあげたこと。（８人） 

       ・喧嘩をとめたこと。（３人） 

       ・リーダーになり、みんなをまとめたこと。 

       ・困っている人を助けたこと。（７人） 

       ・友達の相談にのってあげたこと。（５人） 

       ・物を拾ったこと。 

       ・特になし。（５人） 

      ３．素直に「ありがとう」と伝えられなかったことは、ありますか。 

        また、それは、なぜですか。 
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   以上のことから、感謝の気持ちを持っている生徒ほとんどだが、自分が思っているほど相手に伝

わっていない、または、うまく伝えられていないことが見られる。 

   本授業を通して、感謝の気持ちを自分なりに表現し、伝えることの大切さを感じてほしい。 

   

（３）資料について 

    本 DVD資料は、東日本大震災を人々に伝えようと南三陸町で語り部をしている三浦さき子さん

の話を録画したものである。三浦さんは昭和３５年のチリ津波と今回の震災の２回、津波の体験

をしており、思い込みの怖さ、人とのつながりの大切さをつよく訴えている。今回、三浦さんの

話を聞き、そこから被災地の状況、被災者の様子を通して、どのような状況でも人との関わりや

・伝える前に相手が、いな

くなっていたから。 

・恥ずかしかったから。 

・照れ臭かったから。 

・その時は、迷いがあった。

今なら、素直に伝えられ

るかも。 

 



支えあいが大切ということを感じ、日頃から人に対する「感謝」の気持ちをもっているからこそ、

こんな大変な状況でも周りの人たちに「感謝」の気持ちを持ち、伝えることができるということ

を感じてほしい。 

 

３．指導構想（他教科との関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．本時の指導 

（１）ねらい 

   人は多くの人に支えられ助けられながら生活していることに気付き、感謝の気持ちを伝える態度

を養う。 

道徳２－（６） 本時 

「私の体験した東日本大震災 

～３．１１ あの瞬間（とき）を忘れない～」 

・人は多くの人に支えられ、助けられながら生活していることに

気づき、感謝の気持ちを伝える態度を養う。 

音楽「合唱祭」 

・クラス全員で一つの目標

に向かい、努力・協力し

合うことにより、団結

力・連帯感を育てる。 

（目的） 

・一人ではできないものを

皆で作り上げていく過程

を大切に、お互いの良さ

や個性を認め合い取り組

む。  （１学年目標） 

総合「職場体験」 

・職場の人々との交流を通して、社会的な礼儀やマナー、コミ

ュニケーション能力を高める。 

・体験学習先における地域の人々との交流を通し、地域社会に

対する理解を深めるとともに、郷土愛を育てる。 

数学「グループ学習」 

・少人数グループで 

お互い協力しなが

ら学習することに

より、一人では解け

ない問題も解ける

ようになる。 

保健体育「水泳」 

・バディーを組むこ

とにより、お互い

に支えあい、確認

しあいながら、目

標達成に向けて

取り組む。 

英語「ペアワーク」 

・役割分担をして会

話練習をするこ

とにより、より積

極的にコミュニ

ケーション活動

をすることがで

きる。 

学級活動 

・自他を尊重し、思いやりのある

生徒を育てる。 

人 と の つ な が り 

家庭科「災害への備え」 

・命の危険にさらされ

ることなく、自らの

安全の確保や安全確

保ができる態度や能

力を育てる。 



 

（２）展開 

過程 学習活動と発問 予想される生徒の反応 指導上の留意点（・）と評価（◆） 

導入 

(５分） 

展開 

(前段) 

(１５分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(後段) 

(２０分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

１．ボランティア参加職員の話を

聴く。 

２．三浦さんについての説明をす

る。 

３．ＤＶＤを見る。 

補：DVDの内容を簡単にまとめ

た資料を配布する。  

４．感謝について考える。 

○なぜ、三浦さんは自分が大変な

状況にいるにも関わらず、「あ

りがたい」と感謝の言葉が言え

るのだろう。（ワークシート） 

５．発表させる。 

 

 

６．震災から離れ、自分に置き換

えて考える。 

○みんなは今まで、誰かに支えら

れたと思うことは、あります

か。 

補：「ありがとう」を伝えたい人

は、いますか。 

◎今まで支えてくれた人に、どん

なことで支えられていたか思

い出し、その人にメッセージを

書いてみましょう。 

       （ワークシート） 

７．２人組になり、相手を支えて

くれた人にたとえ、書いたこと

を伝える。（ロールプレイ） 

 

 

８．ロールプレイをしてみた、感

想を発表させる。 

 

９．授業のまとめとして、感想を

・どんな話をするのかな。 

・そんな状況なんだ。 

 

 

 

 

 

 

・困っている時に、助けても

らったから。 

・いろいろな人に支えられて

いるから。 

・みんなが協力してくれたか

ら。 

 

 

 

・ある 

・思いつかない・・・ 

 悩んでいる・・・ 

 

 

・お母さん 

 いつもわがままを聞いて

くれて、おりがとう。これ

からも、よろしくお願いし

ます。 

・友達 

 悩み事を聞いてくれてあ

りがとう。これからは、頼

られるように、しっかりす

るね。 

・照れ臭かった。 

・緊張した。 

 

 

・被災した人たちが現在どん

な生活をしているか知る。 

 

 

 

 

 

 

・非日常的な状況で感謝の言

葉を伝えられるのは、なぜ

なのか考えられるようにす

る。 

 

 

 

 

 

・日常生活を思い出し、考え

るようにする。 

・なかなか思いつかない生徒

には、補助発問で考えやす

くする。 

・誰にどんなことで支えられ

たり、助けられたりしたか、

具体的に書かせることで、

他に対する感謝の気持ちに

持っていけるようにする。 

◆積極的にロールプレイング

を行えたか。（観察） 

 

 

 

・伝える側、伝えられる側そ

れぞれの立場で感じたこと

を発表させる。 

 



(１０分) 

 

記入させる。 

○授業を振り返って、感じたこと 

 を書きましょう。 

10．書いたことを発表させる。 

  （発表） 

 

 

・いままで気付かなかったけ

ど、いろいろな人に支えら

れていた。感謝の気持ちを

大切にして、伝えていきた

い。 

 

◆感謝の気持ちを相手に伝え

ることの大切さに気付き、

これからは伝えていこうと

しているか。 

（ワークシート・発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「私が体験した東日本大震災」 

１年  組   番 氏名：              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 

 

 

 

 

 

 

 

２．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 

 

 

 

 

 

 

 

４．

南三陸町に生まれる。昭和３５年にチリ津波と今回の東日本大震災の２回津波を経験

し、津波に対する考え方、危ない思い込みが命取りになることを多くの人たちに伝えたく

語り部になった。 

 

 避難先の県の宿泊施設では、職員がお年寄りの移動用に毛布で担架を作り、裏山まで迎えに来てくれた。

食糧が全くなかったので、震災の翌日から男性が中心となり、畑などで何か食べられるものがないか、探

しに行ってくれた。自衛隊から物資が届くようになったが量が少なく、１日何食食べられるかもわからな

かったので、できるだけふやかして量を多くする工夫をした。トイレの問題もあったが、男性が土を掘る

などして作ってくれた。みんなで協力して過ごした。たくさんの人たちに感謝している。 

 

三浦さん 

                               

                             

                               

                 さん  

                                 

                                    

                                   

 

支えてくれている人 

                             

                                

                             

伝えて・・・ 伝えられて・・・ 



 


